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投稿時の体裁変更のお知らせ
これまで、投稿していただく際にカメラレディー形式に整えていただくことをお願いして参りましたが、今般

印刷システムの見直しにより、カメラレディー形式での投稿は必須ではなくなりました。
テキストデータ、図表データを別々のファイルでご用意いただき、図表の差し込み位置が分かるように本文中

に示していただければ、ベタ打ちで投稿いただけます。図、写真は jpeg 形式で、表はテキスト情報が抽出可能
な word 等で作成してください。その際本文はＡ4 判に 10.5 から 12 ポイントのサイズで、改行幅は 1.5 行程度に
設定してください。

また、図表のレイアウトや大きさなど著者の体裁上のご希望を予めお伝えいただけ、ページ数の見積もりも可
能なため、これまで同様カメラレディー形式に整えていただいても結構です。カメラレディーひな形はホームペー
ジからダウンロードしていただけます。

投稿の際の負担を軽減することで、より迅速快適に研究成果をご発表いただけるようになりました。今後とも
繊維学会誌への積極的なご投稿をお待ちしております。

報文フォーマット変更のお知らせ
平成 24 年 9 月号より、報文の紙面を下記の様に一部変更させていただきました。

1. 和文、英文とも、Corresponding Author を明示するようにしました。
2. 和文の著者名表示方法を英文に合わせ、所属は 1 ページ目左下に記すようにしました。
なお、学会 HP 掲載のファイルは既に新フォーマットに準拠しています。新規の御投稿にはなるべくこれを利

用し、投稿カードと共にメール（hobun-submit@fiber.or.jp）に添付してご投稿ください。また、旧フォーマット
で受理された原稿の場合、投稿カードの連絡先に記された方を Corresponding Author とさせていただきます。
変更を希望される場合は、proof check の際に変更してください。
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26． 1．17㈮ 第 39 回 CPD（共通課題）講演会（大阪市・大阪産業創造館） A7

1．23㈭ 2014学術ミキサー（大阪市・大阪市中央公会堂） A3

1．28㈫ フロンティアソフトマター開発専用ビームライン産学連合体 第 3 回研究発
表会（東京都・東京工業大学 蔵前会館） A9

2． 7㈮ 平成 25 年度「最新の繊維技術レビュー」講演会（東京都・キャンパス・イ
ノベーション・センター国際会議室） A4

2． 7㈮ セルロース学会第19回ミクロシンポジウム「セルロースナノファイバーの研究開発フロン
ティア」－未解決問題を整理して新しい展開を探る－（大阪市・大阪大学中之島センター） A7

2．14㈮ 第 27 回複合材料セミナー グローバルな経済成長とエコフレンドリーな地
球の実現に向けて、今、炭素繊維飛躍の時！（東京都・コクヨホール） A7

2．14㈮ 第 40 回 CPD（繊維技術）講演会（大阪市・大阪産業創造館） A7
2．20㈭

21㈮
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2．22㈯
3．15㈯ 平成 25 年度「アパレル製品の基礎知識」講座（東京）（東京都・機械振興会館） A8

2．25㈫ 腐食防食部門委員会 第 60 回研究集会「9Cr 耐熱鋼－9Cr ボイラ鋼管研究
グループの活動報告－」（大阪市・大阪科学技術センター） A8

2．28㈮ 13－3 エコマテリアル研究会（東京都・東京大学生産技術研究所） A9

3． 4㈫ 第 11 回キンカ高分子化学研修コース（大阪市・大阪科学技術センター） A10

3． 7㈮ ファイバールネッサンスを先導する国際フォーラム 信州大学博士課程教育リーディングプログラム「ファイバールネッサンスを
先導するグローバルリーダーの養成」国際フォーラム Shinshu Forum 2014 on Fiber Renaissance（東京都・ホテル ニューオータニ） A10
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9．28㈰
～10． 1㈬

繊維学会創立 70周年記念事業 International Symposium on Fiber Science and Technology 2014（ISF2014）
繊維の科学と技術に関する国際シンポジウム 2014（東京都・ビッグサイト東京ファッションタウン（TFT）ホール） 平成25年12月号
繊維学会誌広告掲載募集要領・広告掲載申込書 平成22年 6 月号
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繊維学会入会申込書（正・学生会員用） 平成26年 1 月号
繊維学会誌報文投稿規定（平成24年 1 月 1 日改訂） 平成26年 1 月号
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平成25年度繊維学会主要行事予定

平成26年度繊維学会主要行事予定

（平成 25 年 12 月 14 日現在の寄付金）

創立 70 周年記念事業趣旨
繊維関連の科学技術は、宇宙航空産業から自動車などの移動体、情報通信、医療・介護、防災・環境、エネルギー
技術に至る極めて広い範囲に展開し、新たな産業分野を形成しながら持続的な成長を続けており、多分野が一層
密に連携した迅速な取り組みを必要としています。
このような認識のもと、繊維学会では、創立 70 周年を期に、これまでの学会活動を一層発展させるべく、

（1）わが国の産学官の総力を結集した総合的な繊維関連産業・文化政策への貢献
（2）海外との連携強化と積極的な情報発信・研究ネットワークの構築、これらを活用した人材育成の強化
（3）斬新な繊維関連科学技術の提案と挑戦、先端領域の創発
（4）領域横断型の先導的な繊維産業分野の展開に資する取り組みを推進します。
わが国の繊維産業の新たな活力のための起点となることを念願して、創立 70 周年記念事業を開催します。

繊維学会創立 70 周年記念事業の日程と内容

本年度総会にて、正会員の年会費を平成 26 年 4 月 1 日から改定することが決議されました。
平成 26 年 4 月からの年会費（学会誌の配本を含みます）：

個人会員 正 会 員 9,600 円

創立70周年記念事業募金状況の中間報告

（目標金額 1 2 , 0 0 0 , 0 0 0 円）

行 事 名 開 催 日 開 催 場 所
平成26年度年次大会 平成26年 6 月11日㈬～13日㈮ タワーホール船堀（東京）
創立 70 周年記念事業

（式典・国際シンポジウム） 平成26年 9 月28日㈰～10月 1 日㈬ ビッグサイト東京ファッションタウン
TFT ホール（東京・有明）

寄 付 数 口 数 金 額
個 人 1 9 6 名 9 9 5 口 4 , 9 7 3 , 0 0 0 円
企 業 ・ 団 体 3 4 団体 9 8 口 4 , 9 1 0 , 0 0 0 円

2 3 0 件 9 , 8 8 3 , 0 0 0 円

行 事 名 開 催 日 開 催 場 所
学術ミキサー 平成26年 1 月23日㈭ 大阪市中央公会堂／小集会室
最新の繊維技術レビュー 平成26年 2 月 7 日㈮ CIC 田町（国際会議室）
学会賞各賞選考委員会 平成26年 2 月 8 日㈯ CIC 田町

日 程 式典・記念講演 新繊維技術展示会
ISF2014 国際シンポジウム
ファッションショー
新繊維素材シンポジウム

アトラクション

9/28（日）
70周年記念式典
記念講演 3 件

（ホール 500）

17 時から内覧会
共催：日本化学繊維協会

（ホール 300&ホワイエ）

18 時 30 分から
祝賀会：有明ワシントンホテル、
ウエルカムパーティー

9/29（月）
技術展示会（ホール 300&ホワイエ）
技術交流、B-to-B 交流、
技術説明会

ISF2014 国際シンポジウム
基調講演 4 件

（ホール 1000）

9/30（火）
技術展示会（ホール 300&ホ
ワイエ）
技術交流、B-to-B 交流、
技術説明会

ISF2014 国際シンポジウム
基調講演 2 件（ホール 1000）
16 時よりファッションショー
共催：文化学園大学（ホール 1000）

18 時 30 分から
バンケット：有明 TOC

10/1（水）
技術展示会

（ホール 300&ホワイエ）
15 時まで開催

新繊維素材シンポジウム
基調講演 2 件
主催：日本化学繊維協会

（ホール 1000、同時通訳付き）

15 時から
B-to-B 懇談会（名刺交換会）
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「2014学術ミキサー」のご案内

企画委員長 保 城 秀 樹
実行委員長 井 上 真 理

繊維学会では新年を迎えるに当たりまして、「2014 学術ミキサー」を大阪にて開催させて頂きます。ご承知のとおり、
ここ 10 数年の繊維業界を取り巻く環境は、ますます産官学の連携並びに協力がより重要な時代となってまいりました。

このような中、平素よりご支援、ご指導を頂いております大学、研究機関、企業並びに関連団体の方々との間で情報交
換をしていただきながら、繊維関連の学術と産業について今後を展望したいと存じます。

つきましては、皆様のご出席を賜りますようよろしくお願い致します。
また、平成 26 年 9 月に開催します繊維学会創立 70 周年記念事業の内容などについてもご説明させて頂ければと思って

います。

参加申し込みは、FAX またはメールで繊維学会事務局まで。

主 催：（一社）繊維学会
協 賛：（一社）日本繊維機械学会、（一社）日本繊維製品消費科学会
日 時：平成 26 年 1 月 23 日㈭ 12 : 00～14 : 00（2 時間）

（11 : 20 から受付開始）
会 場：大阪市中央公会堂 3 階 小集会室

（大阪市北区中之島 1－1－27）
内 容：講 演 京都工芸繊維大学 学長 古 山 正 雄
参加費：3,000 円（当日、受付にてお支払いください）

（賀詞交歓会を兼ねた懇談会を予定しています）

＊中央公会堂小集会室へは、矢印で B1 レストランの西階段から入り、EV－4
エレベーターで 3 階まで上がってください。

＊専用駐車場がありませんので、ご出席の方は電車でお願いします。
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平成25年度「最新の繊維技術レビュ－」講演会

繊維学会の最新の繊維技術レビュー講演会は、国内の化繊メーカーが開発した新規素材をご紹介する『最新の化繊メー

カー技術』と全国で匠の独自技術を駆使して開発した繊維製品を紹介する『日本を支える独自技術』の二部に分けて講演

を予定しております。今回は、経済産業省繊維課の渡邉宏和課長代理様より『成長戦略が求める繊維技術（仮称）』を招待

講演として予定しております。今後の繊維業界を支える未来技術の動向を知るには絶好の機会と存じますので、繊維業界

のみならず、異業種の方々も多数のご参加をお願いいたします。また、名刺交換会を予定しておりますので、産官学の情

報交換の場としても是非、ご参加ください。

主 催：一般社団法人 繊維学会

日 時：平成 26 年 2 月 7 日㈮ 9 : 20～16 : 20

場 所：キャンパス・イノベーション・センター国際会議室（東京都港区芝浦 3－3－6）

〈交通〉JR 山手線・京浜東北線 田町駅（徒歩 1 分）、都営三田線・浅草線三田駅 （徒歩 5 分）

プログラム：

（招待講演）

（1） 9:20～10:00 成長戦略が求める繊維技術（仮称） 経済産業省製造産業局繊維課 課長代理 渡邉 宏和

（第 1 部：最新の化繊メーカー技術）

（2）10:00～10:40 ヒッグス粒子発見に貢献したシンチレーション光ファイバー ㈱クラレ新潟事業所 新治 修

（3）10:40～11:20 縦型繊維配向不織布�V-Lap?�の開発と商品展開 帝人㈱高機能繊維事業本部 出井 丈也

（4）11:20～12:00 ベンリーゼフェイスマスクの開発 旭化成せんい㈱不織布事業部 町岡 経子

12:00～12:50 －昼食休憩－

（5）12:50～13:30 部屋干し対応素材：ボンネル TMAg 三菱レイヨン㈱大竹研究所 御宮知直樹

（第 2 部：日本を支える独自技術）

（6）13:30～14:10 ミツヤの環境調和型の後加工技術 ㈱ミツヤ 取締役 新商品開発部長 水嚢 満

（7）14:10～14:50 繊維間に空隙をもたせた高吸水タオル�エアーかおる�（仮） 浅野撚糸㈱ 代表取締役 浅野雅己

14:50～15:00 －休 憩－

（8）15:00～15:40 進化するタテアミ～TOCOCIE（トコシエ）～

ケーシーアイ・ワープニット㈱ 開発次長 坂下 剛

（9）15:40～16:20 「モーブラしゃんと」の開発について ㈲モーハウス 代表取締役 光畑 由佳

講演会終了後に名刺交換会を予定しています。

定 員：100 名（定員になり次第締め切らせていただきます）

参加費：正会員・企業会員（含む維持・賛助会員）：17,000 円 企業非会員：20,000 円

大学官公庁関係会員：12,000 円 大学官公庁非会員：16,000 円

学生会員：5,000 円 学生非会員： 7,000 円

申し込み：参加申し込みはホームページの 最新の繊維技術レビューからお願いします。

参加費は銀行振込みでお支払いください。振り込み手数料は振込人にてご負担ください。

銀行の領収書をもって本会からの領収書に代えさせていただきます。

（みずほ銀行 目黒支店 普通口座 1894348 繊維学会講演会）

領収書の必要な方は事前にご連絡ください。

問い合わせ先：〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208

（一社）繊維学会 TEL : 03－3441－5627 FAX : 03－3441－3260

E-mail : office@fiber.or.jp ホームページ：http : //www.fiber.or.jp/
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平成26年度繊維学会年次大会
（創立70周年記念大会）

研究発表会・ポスター 発表募集

1. 日 時：平成 26 年 6 月 11 日㈬～13 日㈮

2. 会 場：タワーホール船堀（江戸川区総合区民ホール）

〒134－0091 東京都江戸川区船堀 4－1－1

TEL : 03－5676－2211 FAX : 03－5676－2501

http : //www.towerhall.jp/

〈交通〉都営地下鉄新宿線船堀駅下車北口徒歩 30 秒

3. 開催概要

繊維学会は、平成 25 年 12 月に創立 70 周年を迎え、26 年度には様々な記念事業を開催します。それに合わせて本年

次大会に創立 70 周年記念企画を準備します。また、創立 70 周年を機に、特に若手研究者の活躍を積極的に支援したく、

「若手優秀発表賞」を拡充します。会員の皆様には、最新の研究成果に関する発表と討論の場、ネットワークを広げる

場に本年次大会を積極的にご活用ください。

4. 発表分野：プログラム編成にあたり、発表内容を加味して、分野変更や分野統合などを行う可能性があります。予め

ご了承ください。

［1．繊維・高分子材料の創製］1a 新素材合成、1b 素材変換・化学修飾、1c 無機素材・無機ナノファイバー・有機無

機複合素材

［2．繊維・高分子材料の機能］2a オプティクス・フォトニクス、2b エレクトロニクス、2c イオニクス、2d 機能膜

の基礎と応用、2e 接着・界面/表面機能、2f 耐熱性・難燃性

［3．繊維・高分子材料の物理］3a 結晶・非晶・高次構造、3b 繊維・フィルムの構造と物性、3c 複合材料の構造と物

性

［4．成形・加工・紡糸］4a ナノファイバー、4b 繊維・フィルム、4c 複合材料・多孔体、4d 染色・機能加工

［5．ソフトマテリアル］5a 液晶、5b コロイド・ラテックス、5c ゲル・エラストマー、5d ブレンド・ミクロ相分離、

5e その他ソフトマテリアル

［6．天然繊維・生体高分子］6a 紙・パルプ、6b 天然材料・ナノファイバー、6c 生分解性材料、6d バイオポリマー、

6e バイオマス

［7．バイオ・メディカルマテリアル］7a 生体材料・医用高分子材料

［8．テキスタイルサイエンス］8a 紡織・テキスタイル工学、8b 消費科学、8c 感性計測・評価

［9．感性（特別セッション）］9a 評価、9b ファッション、9c デザイン、9d マーケティング

5. 研究発表募集部門：次の 2 部門で発表を募集します。

部門A［口頭発表：一般「A1」または若手「A2」］（討論 5分を含んで発表時間 20 分）

部門 P［ポスター発表：一般「P1」または若手「P2」］

発表分野について、一般、若手いずれの場合も、部門番号（A1、A2、P1、P2）の後に上記 4 に示した細目セッション

番号を連続させて、たとえば「A1－5d」、「P2－6b」のように選択してください。

なお、A2 ならびに P2 は優秀発表賞の審査対象部門で、応募資格は以下のとおりです。優秀発表賞表彰はワインパー

ティーで行います。

A2：平成 26 年 6 月 1 日現在で 40 歳未満の学会員

P2：平成 25 年 6 月 1 日現在で博士号を持たない 30 歳未満の学会員
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6. 発表申込方法と締切期日

発表申込/予稿集原稿はいずれも学会 Web サイト（http : //www.fiber.or.jp）「繊維学会年次大会」のページで発表 1

件ごとに登録/投稿していただきます。メール・FAX による受付は行いません。受付開始～締切は、下記のとおりです。

発 表 申 込：平成25.12.9㈪～平成26.1.31㈮ 17 時

予稿原稿投稿：平成26.3.10㈪～平成26.4.4㈮ 17 時

（注意）締切直前は WEB が込み合いますので、早めの申込を推奨します。また、締切期限を過ぎますと自動的に WEB

が閉鎖され、以後は受け付けられなくなります。発表申し込みに関する要望・問い合わせは、学会事務局へお願

いします。

7. 発表方法：

口頭発表：液晶プロジェクターが準備されています。パソコンは発表者自身がご持参ください。OHP、スライドを用

いる場合は、あらかじめご連絡いただき、OHP ないしスライドプロジェクターは発表者自身がご持参くだ

さい。

ポスター：縦 180cm 横 120cm 高さ 190cm のポスターボードに掲示ください。掲示場所が不足する場合は別途ご案内

します。

8. その他：不測の事態（インフルエンザ流行等）が生じた場合は、WEB 上で告知することをご承知おきください。

ご不明の点は、学会事務局（TEL : 03－3441－5627 FAX : 03－3441－3260 E-mail : office@fiber.or.jp）にお問い

合わせください。

平成 26 年度繊維学会年次大会実行委員会

実行委員長：辻井敬亘（京大）

実行副委員長：浦川 宏（京工繊大）、戸木田雅利（東工大）、堀口智之（東レ㈱）

実行委員：荒木 潤（信州大）、井上真理（神戸大）、井上倫太郎（京大）、木村邦生（岡山大）、久保野敦史（静岡大）、黒子弘道

（奈良女子大）、小椎尾謙（長崎大）、澤田和也（大阪成蹊短大）、斉藤 拓（東農工大）、斉藤雅春（KB セーレン㈱）、

榊原圭太（京大）、竹中幹人（京大）、武野明義（岐阜大）、徳山孝子（神戸松蔭女子学院大）、中村寿美

（旭化成せんい㈱）、西尾俊幸（ユニチカ㈱）、橋本朋子（奈良女子大）、久田研二（福井大）、松葉 豪（山形大）、

村瀬浩貴（東洋紡㈱）、森島一博（帝人㈱）、山口俊朗（㈱クラレ）、山根秀樹（京工繊大）、野々村弘人・山本恵美

（学会事務局）
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第39回CPD（共通課題）講演会

主 催：日本繊維技術士センター
日 時：平成 26 年 1 月 17 日㈮ 13 : 30～16 : 30
場 所：大阪産業創造館 5F 研修室 E

（大阪市中央区本町 1－4－5）
プログラム：

・アベノミクスを考える……その光と影
流通科学大学 総合政策学部長 中谷 武

問合せ先：日本繊維技術士センター（JTCC）本部事務所
TEL : 06－6339－1237 FAX : 06－6339－0337
E-mail : jtcc@nifty.com

――――――――――――――――――――――――――

セルロース学会第19回ミクロシンポジウム
「セルロースナノファイバーの
研究開発フロンティア」

－－未解決問題を整理して新しい展開を探る－－

主 催：セルロース学会関西支部
日 時：平成 26 年 2 月 7 日㈮
場 所：大阪大学中之島センター（大阪市北区中之島 4－3－

53）
プログラム：

・ナノセルロース海外研究開発動向
㈱三菱化学テクノリサーチ 大岸治行

・ナノセルロース研究開発における京都大学産官学連携
本部の取り組み 京都大学産官学連携本部 香月亜美

・セルロースナノファイバーの機能性材料としての展開
旭化成せんい㈱技術研究所 小野博文

・ナノセルロース複合材の可能性
三菱化学㈱ 根本明史

・ナノセルロースがウッドプラスチックを革新するに
は？ トクラス㈱（旧ヤマハリビングテック）伊藤弘和

・セルロースナノファイバーの透明連続シート化
王子ホールディングス㈱ 三上英一

・バイオマスナノファイバー販売開始の反響と課題を振
り返る ㈱スギノマシン 小倉孝太

・マリンナノファイバーがセルロースナノファイバーを
超える秘訣 鳥取大学工学研究科 伊福伸介

問合せ先：セルロース学会関西支部会計 今井友也
E-mail : timai@rish.kyoto-u.ac.jp

――――――――――――――――――――――――――

第27回複合材料セミナー
グローバルな経済成長とエコフレンドリーな
地球の実現に向けて、今、炭素繊維飛躍の時！

主 催：炭素繊維協会
日 時：平成 26 年 2 月 14 日㈮
場 所：コクヨホール（東京都港区港南 1－8－35）
プログラム：

・PAN 系炭素繊維の現状と将来
東レ㈱トレカ事業部門長 河村雅彦

・ピッチ系炭素繊維の現状と将来
大阪ガスケミカル㈱ CF 材料開発センター所長

馬淵昭弘
・国家プロジェクトにおける炭素繊維の役割と炭素繊維

への期待（仮）
経済産業省 繊維課課長補佐 渡邉宏和

・航空機用複合材の非破壊検査と非破壊検査員の育成
川崎重工業㈱品質保証部 品質技術課 椿 健二

・高圧水素用大型複合蓄圧器の開発
JX 日鉱日石エネルギー㈱中央研究所 岡崎順二

・CFRP 無人ヘリコプター（仮）
千葉大学大学院工学研究科 教授 野波健蔵

・鉄道車両における高分子材料
鉄道総合技術研究所 材料技術研究部

主任研究員 伊藤幹彌
・COMPOSITES FOR AUTOMOTIVE

LIGHTWEIGHTING
Fraunhofer Institute Chemical Technology

Prof. Dr. -Ing. Frank Henning
問合せ先：炭素繊維協会 複合材料セミナー事務局

東京都中央区日本橋本町 3－1－11 繊維会館 7F
日本化学繊維協会内
TEL : 03－3272－7108 FAX : 03－3246－0823

――――――――――――――――――――――――――

第40回CPD（繊維技術）講演会

主 催：日本繊維技術士センター
日 時：平成 26 年 2 月 14 日㈮ 13 : 30～16 : 30
場 所：大阪産業創造館 5F 研修室 A

（大阪市中央区本町 1－4－5）
プログラム：

・グローバル視点による繊維事業の未来戦略
大正紡績㈱取締役繊維事業本部長 近藤健一

・開繊加工技術による新しい繊維強化複合材料
福井県工業技術センター 主任研究員 笹山秀樹

問合せ先：日本繊維技術士センター（JTCC）本部事務所
TEL : 06－6339－1237 FAX : 06－6339－0337
E-mail : jtcc@nifty.com

――――――――――――――――――――――――――
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第18回省エネルギーセミナー
「エネルギーコストのより一層の低減・
省エネ促進とプラントの効率向上」

主 催：紙パルプ技術協会（JAPPAN TAPPI）
日 時：平成 26 年 2 月 20 日㈭、21 日㈮
場 所：タワーホール船堀小ホール（江戸川区船堀 4－1－1）
プログラム：

特別講演
・エネルギー基本計画と今後の日本のエネルギーのあり方

（（一財）コージェネレーション・
エネルギー高度利用センター）

・日本製紙連合会 2013 年度のフォローアップ調査結果
と温暖化対策 （日本製紙連合会）

サプライヤー講演 6 件
・省エネ方法、省エネ技術の紹介
製紙会社事例発表 8 件
・各種省エネ技術導入・開発事例を製紙各社より発表
（詳細はホームページ http : //www.japantappi.org）

申込み、問合せ先：
〒104－8139 東京都中央区銀座 3－9－11

紙パルプ会館 11 階
紙パルプ技術協会 TEL : 03－3248－4841

FAX : 03－3248－4843
富田（tomita@japantappi.org）
高橋（takahashi@japantappi.org）

――――――――――――――――――――――――――

平成25年度「アパレル製品の基礎知識」
講座（東京）

主 催：日本繊維技術士センター（JTCC）
日 時：平成 26 年 2 月 22 日㈯、3 月 15 日㈯
場 所：機械振興会館（東京都港区芝公園 3－5－8）
講座内容：JTCC で作成するテキストをベースにして講義

を行い、また適宜サンプルや写真を用いて解説
します。講師は、JTCC 所属の各専門分野の技
術士が担当します。

プログラム：
2 月 22 日㈯
・繊維製品の品質確認方法 JTCC 正会員 吉田泰教

①衣服材料の試験と検査 ②アパレル製品の試験と検査
・アパレル製品の商品化プロセス

JTCC 正会員 相馬成男
①アパレルの商品企画からマーキングまでの流れと要点
②副資材（裏地、芯地）

・縫製仕様書 JTCC 正会員 米田圭子
①縫製仕様書とは ②縫製仕様書のみかたと注意点

・縫製工程の概要（ニット縫製および無縫製技術も含む）

JTCC 正会員 米田圭子
①縫製準備工程 ②縫製工程と仕上げ工程

・代表的な縫製欠点 JTCC 正会員 米田圭子
①縫製欠点の種類 ②発生原因と処置・対策

3 月 15 日㈯
・表示等の関連法規 JTCC 正会員 吉田泰教

①家庭用品品質表示法（繊維の組成、取扱い絵表示、
はっ水）

②サイズ表示（日本工業規格）
③不当景品類及び不当表示防止法（機能性表示、原産

国表示）
④薬事法
⑤各種不適正表示に関する質疑応答

・中国関連情報 JTCC 正会員 上田良行
①中国の品質関連情報 ②中国の安全技術要求
③中国の輸出入における検査

・衣料品の苦情事例解析編
JTCC 正会員 上田良行、JTCC 正会員 吉田泰教

①消費者苦情品の事例研究
（4～5 名/班に分かれて原因、再現試験方法、再発防
止のための予防・是正処置を討論）
②班毎の発表と質疑応答および事例解説

講師プロフィル（平成 26 年度）（50 音順）
上田良行 岡本㈱品質保証室 室長 元㈱ワコール品質

保証推進部 TES 会員
相馬成男 元㈱レナウン 生産部技術グループ TES

会員
吉田泰教 ボーケン品質評価機構
米田圭子 元旭化成せんい㈱ライニング研究所
受講料：21,000 円（税込） 定員：50 名（定員になり次第受

付終了）
問合せ先：JTCC 関東事務所：TEL : 03－5643－5112（基本

的に月・水・金）
JTCC 関東支部長：090－4960－4765（溝口隆久）
E-mail : jtcc@nifty.com

――――――――――――――――――――――――――

腐食防食部門委員会 第60回研究集会
「9Cr耐熱鋼－－9Crボイラ鋼管研究

グループの活動報告－－」

主 催：日本材料学会
日 時：平成 26 年 2 月 25 日㈫ 13 : 00～17 : 30
場 所：大阪科学技術センター 4 階 403 号室
プログラム：

・9Cr ボイラ鋼管研究グループの活動の経緯・課題
元 物質・材料研究機構 八木晃一

・実機履歴・調査結果 三井化学㈱ 森山 拓
・水蒸気酸化スケールのモルホロジー及び分類
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元 東京電力㈱ 梅村文夫
・ボイラ 9Cr 鋼の水蒸気酸化スケール厚みおよび硬さ

測定による余寿命評価とその検証
出光興産㈱ 鈴木哲平

・実機検査手法の提案 日鋼検査サービス㈱ 米山勝久
・管理フロー提案、問題提起、今後の方向

ベストマテリアル㈱ 木原重光
問合せ先：公益社団法人 日本材料学会（京都市左京区吉

田泉殿町 1－101）
TEL : 075－761－5321 FAX : 075－761－5325
E-mail : jimu@jsms.jp

――――――――――――――――――――――――――

13－3エコマテリアル研究会

主 催：高分子学会 エコマテリアル研究会
日 時：平成 26 年 2 月 28 日㈮ 12 : 55～17 : 30
場 所：東京大学生産技術研究所（目黒区駒場 4－6－1）
プログラム：

・新規バイオプラスチック PLANEXTⓇの開発
帝人 山中克浩

・微細藻類由来物質のバイオマテリアルとしての活用の
可能性について ユーグレナ 鈴木健吾

・“クモ糸”実用化への挑戦 スパイバー 菅原潤一
・セルロースナノファイバーの実用化に向けた取り組み

日本製紙 河崎雅行
・フルフラールからのテトラヒドロフラン（PTMG 原

料）の製造技術の開発
三菱化学科学技術研究センター 辻 秀人

問合せ先：（公社）高分子学会 事業課 政次友佳
TEL : 03－5540－3771

申込方法：http : //www.spsj.or.jp/entry/よりお申し込み
ください。

――――――――――――――――――――――――――

第41回繊維加工シンポジウム
－－繊維加工の現況－－

主 催：繊維学会 繊維加工研究委員会
共 賛：日本家政学会関東支部、日本繊維製品消費学会
日 時：平成 26 年 3 月 19 日㈬ 10 : 30
場 所：昭和女子大学 大学 1 号館 6S08 教室

（東京都世田谷区太子堂 1－7、東急田園都市線
三軒茶屋駅から徒歩 8 分）

1. 「繊維染色加工における酵素利用」
大阪府立大学名誉教授 高岸 徹

2. 「わが社の防汚加工商品開発事例」（仮）
帝人フロンテイア㈱ 横山 智

3. 「繊維用機能加工－防汚加工の種類とメカニズム」
日華化学㈱ 吉野 豪

4. 「繊維製品の防汚加工マーク制度について」
（一社）繊維評価技術協議会 越智 清一

会 費：主催・協賛学会員 1,000 円、主催・協賛学会員
以外 2,000 円、学生 500 円

申し込み：下記宛に氏名、所属、電話番号、FAX 番号を
記載の上、3 月 15 日㈯までに、葉書、FAX、
または E-mail でお申し込みください。

申し込み先：〒112－8681 東京都文京区目白台 2－8－1
日本女子大学家政学部被服学科 増子富美
FAX : 03－5981－3481
E-mail : fumimasuko@fc.jwu.ac.jp

――――――――――――――――――――――――――

フロンティアソフトマター開発専用
ビームライン産学連合体
第3回研究発表会

主 催：フロンティアソフトマター開発専用ビームライン
産学連合体

日 時：平成 26 年 1 月 28 日㈫ 12 : 40～18 : 30
場 所：東京工業大学 蔵前会館（目黒区大岡山 2－12－1）
プログラム：

招待講演
東京工業大学 大学院理工学研究科 有機・高分子

物質専攻 教授 鞠谷雄士
東海ゴム工業㈱研究開発本部新事業開発研究所 SR 研

究室 室長 橋本和信
連合体参加メンバー講演 4 グループ
ポスター発表 連合体参加 19 グループの成果発表
問合せ先：フロンティアソフトマター開発専用ビームライ

ン産学連合体
事務局 福岡奈緒子 TEL : 0791－58－1911
E-mail : fsbl@spring-8.or.jp
〒679－5148 兵庫県佐用郡佐用町光郡 1－1－1

大型放射光施設 Spring-8 内

――――――――――――――――――――――――――

第200回記念ゴム技術シンポジウム
新たな特性を実現させるための配合技術Ⅲ
～原材料の活用 構造制御と物性発現～

主 催：日本ゴム協会 研究部会 配合技術研究分科会
日 時：平成 26 年 3 月 12 日㈬ 9 : 50～16 : 45
場 所：東京電業会館 地下ホール（港区元赤坂 1－7－8）
プログラム：

・分光学的手法によるゴムのリアクティブプロセス解析
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東京理科大学理学部 嘱託教授 伊藤眞義
・構造解析と配合（フィラー分散・架橋構造と物性）

㈱日産アーク 加藤 淳
・ゴムの難燃化技術－難燃機構と難燃剤の使い方－

西沢技術研究所 代表 西澤 仁
・ゴム配合におけるファクチス（サブ）の役割について

天満サブ化工㈱ 名井義和
・スライドリング・マテリアルの基礎と応用

東京大学大学院新領域創成科学研究科
教授 伊藤耕三

問合せ先：一般社団法人日本ゴム協会 第 200 回ゴム技術
シンポジウム係
担当：中川（港区元赤坂 1－5－26 東部ビル 1 階）
TEL : 03－3401－2957 FAX : 03－3401－4143
E-mail : nakagawa@srij.or.jp

――――――――――――――――――――――――――

第11回キンカ高分子化学研修コース

主 催：近畿化学協会
日 時：平成 26 年 3 月 4 日㈫ 10 : 00～18 : 30
場 所：大阪科学技術センター 4F 404 号室

（大阪市西区靭本町 1－8－4）
プログラム：

・高分子の概論と合成～基礎と最先端合成技術
京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科

教授 中 建介
・高分子の重合プロセス～乳化重合などの微粒子分散ラ

ジカル重合反応の基礎
福井大学大学院工学研究科 准教授 鈴木 清

・高分子の製造技術～重合反応装置における撹拌と混合
住友重機械プロセス機器㈱

撹拌技術グループリーダー 彌富隆一
・高分子材料の成形加工品の評価～ユーザーから見れば

大阪ガス㈱エネルギー技術研究所
シニアサーチャー 樋口裕思

・高分子の開発事例～吸水性樹脂の開発
㈱日本触媒 吸水樹脂研究所 上席研究員 入江好夫

・交流会 同センター地下 1 階 B101 号室 参加無料
問合せ先：一般社団法人近畿化学協会（高分子化学研修

コース）
（大阪市西区靭本町 1－8－4 大阪科学技術セン
タービル）
TEL : 06－6441－5531 E-mail : mail@kinka.or.jp

――――――――――――――――――――――――――

ファイバールネッサンスを先導する
国際フォーラム

信州大学博士課程教育リーディングプログラム
「ファイバールネッサンスを先導する

グローバルリーダーの養成」国際フォーラム
Shinshu Forum 2014 on Fiber Renaissance

主 催：信州大学
日 時：平成 26 年 3 月 7 日㈮
場 所：ホテル ニューオータニ（千代田区紀尾井町 4－1）
プログラム：

・Tackling Grand Challenges in the Textiles Complex -
A Collaborative Effort

North Carolina State University, USA
Prof. Harold S. Freeman

・Innovative Textile Construction for Use in Light-
weight Composite Applications

TU Dresden, Germany Prof. Chokri Cherif
・Undetermined

Hong Kong Polytechnic University, Hong Kong
Prof. John H. Xin

問合せ先：信州大学リーディング大学院事務局
（上田市常田 3－15－1）
TEL : 0268－21－5309 FAX : 0268－21－5318
E-mail : leading-fiber_j@shinshu-u.ac.jp
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